
講演要旨蜜

爆瓢簸鎚霧峯竃騨騰観，瀞1に．夢撫難して

小野寺公嬢鉾　　　角

　1…i本学術擬興会深海研．劃 論の好意をうけで，篤聯

1畷深海観灘の1諦半鱒葺縄の部に参加した“　盆人とも深海研

究を始めて経験したので，．一饗になることが多かった“

　前烹瞬ilの舞瓢劉は，3（》～3磯Q、翼，　i360～工43難鷺の1毎ゴ或

猷書ざいて象　誤擬灘《欝4月窯2欝か蔦ら5ノ檬§麟」まて・ヲヌ、象弩£の

凌風丸紅よgて行なわれた稔観濁隊は，赤松英雄氏、受舞

象庁）以下，物理灘　（7名）　・化学灘　（（’名）　・地質班

（5名）　・生物班（露名）から奪鄭　簗鐸らは桜三藤任弘

氏（海上保安庁〉を長こし鳶地質班に属したQ

　塘質襲はお・もに測深と採泥にあたった・、測深は・　賎本

電、経8難7毅深海用幽垂欝濁i滋縦幾紅よって，葺娠澱5名の3

1i舗絹、ii甑で，蔭ぼ1全懸雛犠に粛業し堕ぐ婁霞麺された．慧這採泥鰐二，

　・観瀕媛，監に毒いて，柱状採泥あるいはドレツジ採泥が行

なわれたゆ柱状採泥kは，東．鴛大磐海澤研究所¢〉ピ・ト

ン盗慧ア・サンプラー　（クレンベルグ型の 改良〉が使わ

れ，潔観測，1、廓ぴは深さ約媛驚までめ底質が採取噂きたQ

ドレッジ採泥は，　プく羅の賜f、響形鉄製ドレッジヤー紅よつ予

て行なわれ1繋　2観灘、亘、乳で多1二の真鍮質が引き講愁げられ・たひ

　観灘の結果は・総括して壌会など瓢報辮され喬爵☆ふ

れ，ない，ひ筆奪鯵が関心をもった2’・3のことを述べる髪・

　1、i本海溝を斜断般横断t〆鳶ので，測深機の記輝紙上紅

その影状を観察することができた、、その斜1蒲には，既存

の研究報告かむ二欝想していた以、i二紅，小毒レ藏鄭犬が多く

存森すること潮わ窟甑　この大海溝を至1三んだ地蕉変勤の

、κ嚢港・’慶雑シさが嵯揖鶯妻暇惑じられた〔）

　糸趨菊堆．上で嫁，海μ．1地形の観渕を経験した，、しかし，

ll葬麟覇強低窺圧1燃わざわいされて，堆の全体の形をとら黛櫛

ることがで童ず，またドレッジ紅も失敗したのて｝残念で

あっ編

　玩ストンザ窪アにみ1凝1．た底質釧酬．隙，凝灰質の新

舞簸諦灘麟の申で，われわれが講繰柴海！震と／穣定している／麟

相とよく似ていた、、糞磯の底質中の放出物は，顕微鏡で

みたとごろ，火μ1灰が海底で少しの移鋤を経て維積した

ξ疑／獲攣｝申のものとll、畢の葺訟｛犬をもひ鷺：いた“そしザご，　こ

れは，物理i塗1三てジ譲劉零才した底／l㎜費鷺の1直と禰応し叢ご状態と

i主1　み　叫き㍗

，臨、へ／島“

　今回の観灘紅参加し、て，海鷹の観測が，地／l、1の壌積環

ノ妻纏、締’壕繕ド㌔．、苧郵墨畦，沢隈渤駈険9臨牽野嵐）年零メは（）i－1本桝に醗いてilli嚢罫軽

境を∫騨明す胤うえ紅拶ゴカな馨奮資料を攣える鵜とを現爽

に知った、、この、1、警蝶ついてほ，むしろ2雰ζ嶽）鮎以浅の綴

織的オ．、襲料が・…論番有用であろう、、蟻所では，』この観点か

らの研究にさむ紅1鶉意L．、たがよい，と思うぶ

　　　　　　　　　　　　　　　　（彗嚢霧膏餐　率＊士滋舞畿羅搭）

ノ鴫ン認ツク綜おけ熱藤誕連露《IA躍黙1毎上壕勢

　　　磯探査憲門家禽議緯出席して

・．緊　 ／彗　』1ε　巳

　7月51、1から！難．1まで露遷問バy澱響クσづ鷺（⊃AF鴛本

継細滅鴬A膨．三羅趨擁源嶺量靴した
朕〕AF亘地城の海王物鰹探査紅対す愚奪門家会議が開か

れ凌郁

　郵峯ま欝たの4よ欝講窺麟嚢浮奪・ニコ／イ　リ　ビンィ鵬壁マレ睡シヤ麟

ブルネイ㌧タイ臥でンド晩イラ．ンPそれにドイツの，ク獄ス

鳶職艶P7ラン「ス・搬“一、ストラ欝アの．スニダック£驚夢蕪振藤蒜浩

一灘一7紅蒲1か愚駄潰i｛露丁醸ch．良、雌v滋）r　が，・また，

ECA臓鷺畿窺麟翻縦とし〆、で咽、．鄭ケLl氏，インドザノ連

・フィリビン，それに鷺本の沢繊秀穂氏等講23名であっ』

　霞本か翻は石淋痙餐要蟻雛惹．K．の縷ll。1唱1廻欝渤麟蕪1課長と駆、が1韓

！き暫した、かr沢田き入／紅は澱諦、中，ずうとお世壽露にな翰，滋

1　　濠しわれ、大しだミスを／ないし尊済患せ麟ことができ

湯響く！惑諒招いてレ蕊る蒙

　・今群1の会1議にiは馨；，》れ爆．〉れは単に嘩封奎肇郵としてr出1奮した

のであうて，蓬支術的な問1態紅ついて韓自雛．1に謡・擢義するこ

とがで誉た。討議の内容はひとことでいえば，聯諭三嚢く

才1ーている　EcAF鷺言藤堀窯のll勿野i舗業、『三をいかに黍幾イ本1罫霧紅進1

めw（緯〉く力鳥と▽塩うことてき義払ξヒン

　議義長・にはイγド蕪b薫二糞慮麟ミ蕎勢鷺職絡無拶縫蓬のナラ／デン氏・が

えらばれた、、

　煮｝畷の会1議のブ鷺々の書翁こ夢はイ｝イ碁の2月磐舞簿！7瞬

蚤鷺A王磁滋Q醸．麟瓢の会で話が！．鷺たこと績始ま鯵，瞬

3月ウ識リントγで開か浄rした第2蕊団鷺ぐAF鷺会議で取上

げむれ今殿の実現をみるに澱叢ったのである“

　会議のはじめの1遡閲は各国の事情説明（実績，ポナ

ン「シヤル，将麟，1臨等）で，あとの儀遇閥で，今優どの

ようにして調査をすすめてゆくべきかを議論した、、

　＿議がすすむにつ誕分った鳳とであるが，現在，独力

て磁縫轡1のいろいろの弩碧麟1探卜 緊をサ「篤め学畢る錘蔓は鐵灘杓にい

って至孟C、騒償R瞭訟灘では織とんど1＝1本だけである毒

　したがって賦本は鷺（〕A罫君の糠の1．嚢i々を助け脇力す嶺

欝？一（豪汀）
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べき茎）幅童i（恥にある樵昂弐，当然のことながら，各國か

ら認められ，かつ要望港れ旋。

　そし・て，今後，石油，石炭，スズ，鉄，砂鉄などの糞

要資源を含む海域として，南朝鮮・台湾・7ぜりどン・

ツレーシャ翻タイ・カムボジャ打菊ベトナム・ビルツ・

蜜バキスタン・インド・セイ糠ン等の海域を次々と横討

し，一体，どの位の海域を調査範囲とすべ憲かについて

算定した毒（この際，　鑓本とイランはli余外して諦童議され

た）

　調査の方法としては，測深，船．熟重力，海底重力，音

波，強力膏波，ガスイクスブ雛一ダー，空中磁気，海上

磁気，反、射地霞，繊折地震，それ紅海底サンプジング，

丁繍ζ暴脈罵等であるが，さらに研究として古磁気，古

地理学，海底か阜）の地殻放熱量等も取、ヒげられた。

　なお，各国において，これらそれぞれの方法に要する

費用等も検討された。

　これらの調査を実施する際にU醤慧SCOで計画してい

る種々の調査研究との関係も討議された。

　ところで，今圏の会議はい叢も述べたよう鵜われわれ

は奪門家として出席したの噂あって，物纂をきめるわけ

にはゆかな》㌔したがっていろいろのことがら，たとえ

ば今後，どの海域をいつ，どζの團がどのような寿法で

調査すべきか，黛のようなことを討議する，そして決定

する場を持ちたい，ということが皆の閥で出た。その場

として，獅膿出舩船簑窃灘ぼ蹴t騰（常設委員会）のよ

うなものを設置すべぎだという案が出た、、この案は

鴛CA猟から国遵本部を経て検討され，ECA麗R聡1び圭

の各圏政府に賛意を求めるべく近く連絡されることにな

つているご、

　さてこの（⊃（）m拠it縦の1粥かれた直後に次のようなこ

とを単急に計画実施することが要望された。

　それを列記すると，

　め　賦CA獲賢鳶郎欺の重プフ図の編纂（β本と印度で

　　受ぜ寺つことがヌ輿幾…さ勲。た）

　2）　ECAFEとして共通の船を持ち，南支那梅をはじ，

　　め£CAF鷺沿岸数力処の石油，石炭，スズ，鉄，砂

　　鉄を含む海域の調査

　3）　トレーニング惚ンターを設けること

　4）　7イリピン・台湾等の地熱調査

　そして，さしずめの闘題として，ビルマ沖の音波探査

の間題が出，これは鷺本紅よる調査が期待された。

　なお，物理探査の嫌か，随時，必要に応じて海底サン

プリング，海底試錐等も並行して行なうことが要望され

た。

　以、上簡単に今醐の会議の実購についてだけ述べたが，

私の感想としては，避CA麗諸国な硲びに鷺CAF鷺本

部の入達が／三i本の海外技術指導紅期待するところ，予想

以．．熱のものがあったことである、

・ぐれらの問題に対して，地質調査所としてどのような

態度でのぞむか，所内態勢を単急にしっかりとしておく

ことが大切であることをつくづ．く感じた。

　　　　　　　　　　　　　　　　（物理探査部）
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